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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究　目　的

鉱物性天然繊維並びに合成繊維の構造及びその機械的並びに物理的性質に関する基礎的研究のiヨ的

で酸化金属煙の繊維歌構造の発蓬歌況及びその成因に関する電子顯微鏡的研究を行つたものである。

　　　　　　　　　　　　　．　　　　実　　　　　　験

　　　 獄（1）酸化マ’ネシウム煙中1覗られる繊撒儲

phot。，1　×30．　OOO’　させたものでその連讃の一端が金網に附着し他は凡て室中に支えられ

A　酸化マグネシウムは等軸晶系．NaC1型結晶構造のものであつて從つ
　

　てPlioto．1及びPhoto．2に示す様に立方休的外部形状を示すものであ

　るoこxに示す金属煙の写貢は凡て試料支持膜無しの金網に煙を附着

ているのである。Ph‘）to．　1，　Photo．2に示される様にその立方r柏勺ヰ

部形歌を示す部分の各々は直接に触れ合つている揚合もあるが，叉そ

れらは之と異つてPliO’to．　2，　Photo．3に示される様に別々に識維1伏購造

の紐によつて結ばれている揚合，域はrh藍）t｛｝．田こ示される様に繊維構

Photo、2　×30，000造の紐と紐とが相互に結ばれている揚合があつて，之等の繊維欺の紐

　　　Phuto，3tt×30，　oor〕　　生成條件による繊維厭構造部分の発達歌況並びに其の太さを一括し

　　　　　　　　　　　　　　て表に示すと第1表並びに第2表に示す様になる。但しこの場合表に
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　　　　第1図　　　　　　　　　　　　　　い繊維朕のもの程繊維が長いことが認められる。

繊維螢部分ノ太サノ分布曲線　　　　　　　　第3塞　　　　　　　　この繊維駄構造の紐の存在は既
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　　　＃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究によつてその太さの精密測定

　　　＼　　　　　17　　…　　が始めて可能となつ漱第であつ
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　°　ia　2・　3・　ve　5・　　　　　　　　　　　　　　　　様に2mμのものは殆んど無く第1

　　　　　太さ（…）　　　　　　　　　義に示される如く4。、μ～38mμの

ものが観察せられて，12mμ程度のものが最も多く認められる。この繊維状部分の紐の構造については

追つて報告の予定である。立方体的外部形歌の酸化マグネシウムは塞気申に於て炭酸ガスと作用して

塩基性炭酸塩に変化し，その外形も変化するがこの繊維状部分も炭酸ガスと作用してPhoto．　14，勤Pho

to。15，　Photo．16に示す様にその表面より徐々に宏酸塩が生成せられて，その形歌が変化して來る。第

4表はPholo・14，　Photo．15，　Photo．16に表れている繊維歌部分の太さ，長さの実測値である。この表か
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らこの繊維歌部分が塩基性炭酸塩に変化する揚合に繊維軸方向には殆んど長さの変化を示さすこれと

直角の方向にのみ著しく肥大して酸Ck　Ktグネシウム繊維を包んでいることがわかる。
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酸化マグネシゥム繊維歌部分とその立方休的形然の部分或はこれ等根互の室間的結合様式は1）h（）to

17，Phot隻｝．18，？hoto．　I　q．，　Photo・20によつて示される様に力学的見地より見て興味深いものがあるo
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又は全部が示す板歌部分に注目して調べt結果この板歌の部分はその末端から数多の突起を生じその

斉々の軸の方向が完全に4行になつていて著しい方向性を示すと共にその各々は多くの場合ダブレッ

トとして観察せられその幅は1011｝μ前後のものが多い。これは上述突睡部分のパィブ状構造を暗示す
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．　s　　　　　　　　　　　　　　　　〕れにつV・ては邉つて報告の予定である。

螺響謀擁　　髄乱ているのが認められる。
．　Ph・to　21　×40，000　　Photo・22　×40，000　　　（m）酸化カドミウム煙中に見られる繊

・・ @　　　　　．　’　　　　　　　　　　　　　Photo・　25に示されている如くであるが，そ
1）｝l°t°．　2　3×4°，°°°1’h°t°・　24＞仰゜°略々瞭化マグネシウ。曙合と同様に

N－ @。’［　；t／　　　　　　磁　　　　　繊維駄の紐によつて連結せられている揚合が多い。

　　　　　　　　　摘　　　　　要

　以上二三の酸1ヒ金属煙の形駄並びにその性質の研究結果

を述べた次第であるがこの結果は酸化金属を以て構成せら

れてV・る所の鉱物性天然繊維及び合成繊維の成因並びにそ

の性質の学術的研究に対して種々有力なる暗示を與えるも

のとして重要なるデータであつて，その結晶学的研究結果

は追つて報告の予定である。
　　　　1’｝1°t°・25×3°J°°°　　終りに推P騰なる棚騨と徽閲醐つた木内教授に深

　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝する。
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